
質問項目 平均得点 まったく
その通り

かなり
あてはまる

どちらとも
いえない

かなりあて
はまらない

その通り
ではない

無回答

Q1 参加当日までの事務局の対応がわかりやすかった。 4.31 11 12 3 0 0 0

Q2 バスの移動時間は楽しく過ごせた。 4.31 11 12 3 0 0 0

Q3 リハーサル・事前準備を十分に行うことが出来た。 4.19 12 8 5 1 0 0

Q4 子供たちと楽しく遊ぶことが出来た。 4.77 21 4 1 0 0 0

Q5 被災者の方々といろいろと話すことが出来た。 3.88 7 10 8 1 0 0

Q6 被災者の方々と交流をすることが出来た。 4.46 15 8 3 0 0 0

Q7 被災地の現状を知ることが出来た。 4.77 20 6 0 0 0 0

Q8 防災について学ぶことが出来た。 4.42 13 11 2 0 0 0

Q9 この「出前フォローアップツアー」に参加してよかった。 4.96 25 1 0 0 0 0

全体の平均得点: 4.45

ＮＰＯ法人グラウンドワーク三島　子供を元気に富士山プロジェクト

出前フォローアップツアー　参加者アンケート(静岡側)
アンケート集計結果（2025年3月8日（土）～3月9日（日）実施分、回答数40名中26名）

(回答数：26通）
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2025年3月27日



項目 得票数

子どもたちとの交流、被災者の笑顔 15

被災地の現状を知ることが出来た 8

静岡側のボランティアとの交流 2

Ｑ10　アンケート表面自由意見
　　『一番よかった・心に残ったことは何ですか？』への自由回答
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伊豆に来た被災者が集まってくれたこと

めんぼーくんと一緒に活動して被災地の子どもたちが楽しそうにしてくれたこ
実際の地震の状況を見ることで映像とは違う学びがある

子供たちに楽しんでもらえたこと
被災地の子供達と接することができたこと。

１年以上経過している珠洲市の復旧状況を実際にみれてよかった。
能登町の時の交流

現地の方の笑顔が見れたこと
被災地の現地の子どもの屈託のない笑顔。時間も限られているので、充分
に交流できるか心配なところもあったけど、めんぼーくんと学生さんたちの想
像を遥かに超えたパフォーマンスと衰えを感じない体力に脱帽！当日のリ
ハーサルも逆にアドリブ感が面白く、みんなが一生懸命な姿と子どもたちの
笑顔が一番よかったです。私は長女と次女と参加させていただきました。震
災によるコンクリートの隆起などを見て驚いていましたが、尊い命も失われ
たことに子どもながらに日々を全力で生きようと思ったみたいです。ありがと
うございました。
皆さんがとても楽しそうにイベントに参加してくれて、笑顔がいっぱい見れた
ことが良かったです。
会に参加した子が笑顔で手を振って帰っていったこと。
伊豆、静岡などこちらの方で地震発生後何が必要か分かった。
能登から来てくれた方が喜んででくれて、また三島の方に遊びに行きたいと
言ってくれた事がうれしかった。
子供たちを笑顔にできたことです
実際に被災地の状態を見る事が出来た事です。道路に入ったヒビや大きく
破損した住宅など、テレビで見るよりもかなり酷い状態でした。バスの移動
中も感じましたが、石川県に車で向かうのには時間も費用もかかると思いま
す。なので、無料でバス移動が出来る、朝昼夜のご飯が出る恵まれた状況
で被災地の様子を見ることが出来て、ボランティアの力の強さが心に残りま
した。
皆さんに再会できたこと
能登の方々の笑顔
現地に行かなければ知ることができない被災地の現状を改めて知ることが
でき、言葉や映像では分からない半島の状況を知ることができ改めて被災
地の状況を実感できたことです。

バルーンで子供達と遊んだこと

現地の方と楽しく交流できたことが良かったです。

被災者の子供たちの本当に屈託のない笑顔が一番印象的でした。また実
際に能登の状況を見るのは初めてでしたが、つくまでの道路の状況や、家
屋の倒壊状況、大雨による被害状況等、実際に見ないとわからない部分を
見て、本当に起こっている現実の大変さに気づかされました。

高校生を含む若いボランティアさんたちが即興で対応してくれたこと
政府があまり良くない対応を被害地にしていたこと。
お弁当や食事が良かった。普段話さない高校生や子供たちとの交流で刺激
になった。
初めて被災地を訪れることができた



番号 自由意見

1

ありがとうございました。グラウンドワークの仕組みは、積極的に行政に取り入れられるべきだと感じました。選挙と

いう形で、議員さんは住民によって選ばれますが、やはり細かな実情、住民の知恵、経験は反映されにくいのが実情で

す。代表を設けた民主主義は合理的に見えますが、やはり十分に機能していないのだと、今回のツアーを経て改めて実

感しました。誰よりも現場を知る住民、フレキシブルに具体的な行動に踏み切れる企業、資金面、宣伝力で大きな力を

もつ行政、この三者の連携は日本の政治に本格的に取り入れられていくべきだとおもいます。

2
被災者と関わる時間だけでなく、今回よりももっと多い時間を被災地について学んだり、見たり、聞いたりする時間が

あると良いと思った。

3 被災地の状況、三島に来て話したことがある方々と沢山話したので、初対面の方々と話せたら良かった！

4 参加した学生さんが実際に被災地をみて多くの気付きがあったこと

5

ガードレールが浮いていたりコンクリートに大きな亀裂があったり家が全壊していたりと目の前で見て初めて災害の酷

さがわかりました。現地の方と交流させて頂き最初緊張してたお子さんがが最後ハイタッチしてくれたのは嬉しかった

です。現地の大人も子供も上手く企画に参加出来てて良かったです。

バス時間のビデオで富士山のトイレ設置や源兵衛川が元々汚かったのも地元なのに知らなかったので勉強になりまし

6

もっとオープンチャットを活用して、アナウンス的に利用できたらいいのでは？と思いました。飲み物が定期的に配給

されるのがとても助かりました。子どもたちはまた参加したがっていました。そして大人になっても連絡が取り合えた

らいいなと言ってました。

7

「出前フォローアップツアー」で印象に残ったことや気がついたことは、バスの中から、ガタガタの道路や傾いてる家

も所々にみられ、それらの光景を目の当たりにして1年経っても思うように復興が進んでいないことに驚きました。家

を建てるために更地にしてもその解体をきっかけに 住まずに出ていってしまうという話も深刻だと思いました。能登

の地形に伊豆が近いように思うので、ツアーをきっかけに、より防災対策に対して真剣に考えるようになり、自分たち

の地域は何に気をつけたら良いのか ハザードマップをはじめてチェックしました。実際、震災にあって困るのが水・

電気・トイレ問題…ということでそれらをなるべく解決できるように今から準備しておきたいと思いました。

パフォーマンスなどを通じて 能登の方々と交流できたのは本当良かったですが、なかなかそれ以上の話は直接できて

いないので、震災にあわれた方のお話も 機会があればこのような時に少しでも聞けたらよかったと思いました。色々

な事に気づかせていただき、今回ツアーに参加して本当良かったです。ありがとうございました。

8

伊豆半島と能登半島は似ている、ということをツアー中何度か耳にしたことで、災害の恐ろしさやそれが思ったより近

くにあるということを実感しました。ツアーを通して災害が起きたときに自分に何ができるのかを改めて考えることが

できました。

9 復興は大変な事で特に地方へ行けば行く程遅れてるなぁと思った。

10 バス移動中、もう少しジャンボさんのまちづくりのビデオを観たかった。

11 またこのような機会があれば参加したいです

12

私は、あまり積極的に被災地の方に声をかけることが出来ませんでした。声をかける勇気が無かったのと、偶然友達が

一緒でついつい話してしまったことが原因でした。それでも、イベント中の交流時間に話しかけてもらったり、手伝っ

てもらうなどして交流が出来ました。何か、きっかけが無いと会話を進める事が出来ない自分の課題点に気付きまし

13

☆再会できたことが嬉しかったです！

☆数ヵ月しか経っていないのに子供の成長を感じられたこと。

☆まだまだ復興出来ていないところが多々あるご苦労

☆もう少し話が出来る時間があると良いかなと思いました。

☆能登にキーパーソンは必要ですがZoom等を活用して元気作戦会議的なものを2～3ヶ月に一度位やってみる。

(グランドワーク三島を筆頭に三島や近隣で小さなまちづくり等をしている人が各々スピーカーになって現地で何か出

来るかもしれない…と思ってくれる人をつくるために！)何故かといえばグランドワーク三島がやり始めたゴミ拾いの

小さなコツコツが大きく実を結ぶ事は実感されていると思いますが現地の方が自分に何が出来るのか出来そうなものが

あるのか…等を探してほしいので例えばあひる図書館や生演奏ラジオ体操の話し他にも楽しい取り組みの例を知っても

らう事が自分のやりたいことを見つけてもらえるのではないでしょうか！

小中高校生同士のミニサミットみたいなものも良いかな…と、思います。

機会かあったら生演奏のラジオ体操等を楽しんでほしいと思います！

14

能登の被災者の方々がジャンボさんやめんぼーくんとの再会を喜ぶ姿、バルーンなどで子供達が喜ぶ姿を見て、この

フォローアップツアーの開催意義を改めて実感しました。

被災地の現状を見て、復興の進まない能登を離れる決断をする方々の気持ちも分かる一方、残る決断をしている方々の

ために、今後も三島との交流が続いて欲しいと思いました。

参加者アンケート自由意見

(『グラウンドワーク三島やサポーターの皆さんへのメッセージや、次から参加する皆さんのために、今回の「出前フォローアップツアー」で、

印象に残ったこと、気がついたこと、提案したいこと、改善・工夫してもらいたいことなどをご自由にお書きください。』への回答)
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15 子どもたちやその親の人たちの笑顔がとても明るく、乗り気でない子がのりきになる瞬間が本当に印象に残りました

16

凄くご苦労をされた方がたくさんいたと思いますが、思い起こせばつらいことだらけなのに、皆さん笑顔がおおく、逆

にこちらが元気をもらったような部分もありました。

インフラ整備に普段は携わっていますが、本当に防災、減災を行う事の重要さ、またたぶん地元の建設業の方々は、計

り知れない苦労をされていることが、現実をみて汲み取ることができました。このように、お互いに行き来するような

交流は、本当に人と人を繋ぐことになり、いいやり方だと思いました。

17 もう少し被災者の方々とお話出来るには、ボランティアさん同士が交流するにはどうしたらいいか考えたい。

18
まだおぼつかない足取りの子供がイベントの最後に握手の代わりにハグをしてくれて、ちっちゃい子も楽しんでくれた

んだと嬉しかった。

19
被災地の現状を肌で感じました。でも現地の人達は辛い境遇を持ちながら、力強く自分たちと変わらないマインドを

持っていて安心したし、勇気をもらった。ほんとに参加して良かったです！

20
1年以上経った被災地の現状を実際に見ることが出来たことは本当に良かった。専門が建築なのでこれからの活動に活

かしていきたいと考えています。

21

ツアーに参加して、現地の道路、建物を見て、まだまだ復興が進んでいない事を目の当たりにしました。参加して下

さった大人の方、子供達と楽しい時間を過ごせて良かったです。学生の方のパフォーマンス、河合さんの絵本、バルー

ン、どれも盛り上がって、みんなの笑顔がたくさん見れて、私も元気をたくさんもらいました。

22

被災者の皆様と能登町、珠洲市の現地でお会いでき、三島の源兵衛川や富士山エコツアー、温泉、夜の交流会のマッ

サージなど、思い出話で盛り上がりました。共通の話題があり、被災地での苦労話、愚痴などの本音の気持ちも聞くこ

とが出来て、お互いの「絆」の強さを実感しました。

疲れた心身が私たちと話し、子供たちの遊びの歓声を聞いていると「溶けていく」と多くの方々から評価していただ

き、今回の「出前ツアー」の効果だと納得しました。

来年度以降も多様な資金確保を進めて持続的な支援活動を展開していきたいと強く思いました。

23
グラウンドワーク三島の今までの丁寧な支援の下に成り立っており、珠洲市や能登町とは信頼でつながっているので小

型バスで視察を兼ねての支援ができると良いかな。

24

初めて被災地に行き、震災の怖さや痛々しさを本当に実感しました。

TVなどの映像で観るより実際に自分の目で観ることは大事だなと思いました。

震災に対しての価値観が変わったので、今回参加して良かったです。

25
宿が綺麗だった。被災地の能登半島に来れるとは思っていなかったけど、地震の爪痕を実際見て、怖いなと思った。自

分のいく予定の高校の先輩がいて、仲良くなれてよかった！

26 泊まった宿がとてもよかった！朝日が綺麗でした。改善点:お弁当は出来れば止まってるバスまたは場所を取って欲し
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